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学生は高校で何を学んでくるか

大学入試センター 鈴木 規夫一

回収結果：387学部(国立145学部§公立

46学部 私立196学部)-32,425人が回答

分析対象データ：回答者のうち国公立大学

の理学，工学，農水産，医歯薬系の大学2年

生4,871人を対象に分析

1． はじめに

一般に大学入試における受験科目は，それ

なりの学習努力をした科目であり，また高校

で履修している科目と考えることができる。

一方受験しなかった科目は，十分な学習をし

ていない，あるいは高校で履修さえしていな

い可能性もある。現在の理系学部で課す理科

の入試科目数は，センター試験で1科目，個

別試験で1科目といった形態が多数を占めて

おり，理科の受験科目としてセンター試験と

個別試験で同じ1科目を履修し受験勉強さえ

すれば合格することも可能である。そして，

このように偏った科目履修や受験行動をとっ

た者の入学する割合が多数を占めるようにな

ると，大学入学後の教育には大きな影響を与

えることが予想される。 実際 いくつかの大

学では入学者に対して理科の科目についてリ

メデイアル教育を実施しているところもある。

大学入試センター研究開発部では，現行の

教育課程のもとで生徒がどのような科目を履

修し，またどのような科目を受験科目として

いるかを全国的規模で確認するため，共同研

究(研究代表者：荒井克弘教授)において全国

の大学2年生を対象にして，「高校での科目

履修経験に関する調査」を実施した。本報告

は，特に科目履修について問題提起されるこ

とが多い理系学部の学生の数学と理科の高校

での科目履修経験と受験経験の状況について

報告する。

3． 分析対象者の属性

ほとんどの回答者は高校で理系コースを履

修しており，所属する学部系統は下図に示す

ように，工学系が最も多く，理学系がやや少

ない構成となっている。

(高校での履修コース）
5000

4000

3000

2000

1000

0

83人221人2人172人’

人
哩

》
函

色
寺
■

●
守
凸

巳
■
■

の
守
■

ｄ
●
■

人
》

一
》

１
誰

エ
神

７
ｍ

眼
》

二一I1言ご~二一一二
文系 翌系 文理系 区分なし その他 無回答

(所属する学部系統）
2500

2000

1500

1000

500

0

861人 1711人 925人 1374人

＝＝＝
■
』

■■
理学 工学 農水産 医歯薬

図1 回答者の属性(履修コースと専門分野）

4． 数学の履修率と受験状況

数学の開設科目のうち代表的な科目である

数学I(必須), n,Ⅲおよび数学A,B,C

の履修率について調べた(図2)。結果をみる

と，数学I, n,A,Bはほぼ全員が履修し

ており，高校の理系コースでは必須科目とし

て取り扱われていることが分かる。これに対

2 調査の実施

調査対象；国公私立の400学部の大学2年

生を対象に各学部100人程度を依頼

調査時期：平成11年5月～7月
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し，数学Ⅲ。cの履修率は理学や農水産系の

学生で90％程度となっている。総じて，高校

教育で開設される全ての科目を履修する傾向

にあると言えるが，微分。積分(数学Ⅲ)や行

列。統計等(数学c)を履修さえしていない者

が理学や農水産系で1割程度存在する。
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5 理科科目の履修率と受験状況

5－1 理科科目の履修率 ．
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理科(物理，化学，生物，地学)のIA, I

B,Ⅱ科目の履修率を図5に示す。これらの

図から, 理科IA科目の履修率は10%程度と

非常に低い。特に地学はほとんど履修してい

ない。

物理IBは工学系進学者の履修率は90%で

あり，最低の農水産系が40％程度である。学

部系統によって履修率が異なっている。物理

Ⅱは物理IBに比べ総じて20%程度履修率が

下がっている。

生物IBは物理IBとは逆の履修パターン

を示しており，農水産系が最も高く75％程度

の履修率にあるが，工学系は25％程度の履修

率にとどまっている｡生物Ⅱは生物IBに比

べ20％程度履修率が低下している。なお，生

物に関する基礎学力が必要とされる医歯薬系

の生物履修率は生物IBで50%》生物Ⅱでは

30％弱とかなり低い状況にある。

化学IBは学部系統間での差異はほとんど

なくいずれの学部系統でも90％以上の者が履

修しており，理系コースにおける共通科目と

なっていることが分かる。

地学はIB,nを問わず履修する者はほと

んどいない。
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図2 数学科目の履修率

さて，具体的にどのような試験で数学を受

験したのであろうか。図3に数学履修者の受

験率，図4にセンター試験と各大学で行う個

別試験の受験状況を示した。

これらの図から，学部系統の違いによらず，

数学はほぼ全員が受験しており，そのうちセ

ンター試験と個別試験のいずれも数学を受験

している者は概ね80％程度で，センター試験

だけを受験した者が20％であることが分かっ

た。
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(化学）(物理）

(地学）(生物）

図5 理科の履修率

化学I Bn+生物IBlの3科目パターンと
なっている。ただし，この場合生物はB科目

どまりである。

理学系は【物理I Bn+化学IBⅡ】と

【化学I Bn+生物IBⅡ】の2科目選択パ
ターンが主要パターンとなっている。

農水産系は【化学I Bn+生物IBⅡ】が

主要パターンで，これに【物理I Bn+化学

IBⅡ】や物理はB科目だけとする【物理I

B+化学I Bn+生物IBⅡ】の3科目パ

ターンが加わる。

医歯薬系は，【物理I Bn+化学IBⅡ】

【化学I Bn+生物IBⅡ】【物理I Bn+

化学I Bn+生物IB】の3つが主要パター

ンとなっている。2科目選択パターンの場合

いずれの科目でも上級レベルのⅡ科目を履修

しており，3科目選択パターンでは2科目を

Ⅱ科目まで履修し，残り1科目はB科目だけ

次にI,Ⅱ科目のレベルにおいて理科4科

目をどのような組み合わせで選択履修してい

るかを調べてみた(図6)。
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図6 理科の科目組み合わせパターン

その結果をみると，多様な組み合わせが存

在することが分かる。

主要組み合わせパターンをみると，工学系

では【物I Bn+化学IBⅡ】の2科目選択

パターンが最も多く，次いで【物理I Bn+
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を履修しているのが特徴である。

主要パターン以外の「その他の組み合わせ

パターン」が35～40％程度も存在する。

この結果をみると，物理の場合，工学，理

学，医歯薬系は80～90％の受験率と非常に高

い傾向にあるが，農水産系の受験率は50％と

なり半数は受験科目とはしていない。

化学はいずれの学部系統でも受験率は高く，

特に医歯薬系ではほぼ全員が受験する必須科

5-2 理科科目履修者の受験状況

理科科目の履修者について，その科目の受

験率を調べてみた(図7)。 目となっている。
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生物は農水産系の受験率が80％と高い値と

なっているが，工学系ではわずか10％足らず

の受験率である。生物も物理と同様に学部系

統によって受験率に差が出る科目といえよう。

地学は理学系を除き受験率は非常に低い。

最大の理学系でも20％足らずであり，ほとん

どの者は高校での履修だけにとどまっている。

次に理科科目をセンター試験と個別試験に

おいてどのように組み合わせて受験している

かを調べてみた(図8)。この結果をみると，

物理は概ね80％の者がセンター試験と個別試

験の両方を受験する傾向にある。

化学は工学系を除く他学部系統ではセン

ター試験と個別試験で受験する者が全体の

70％程度であるが，工学系は半数がセンター

試験だけを受験している状況にある。

生物は化学と同様に工学系はセンター試験

だけを受験する傾向が強く，個別試験をも受
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者は両方の試験を受験している。験する者は全体の20％足らずである。これに

対し，工学系以外の学部系統では70～80％の
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図8 理科のセンター試験。個別試験の受験状況

ることが予想される。

6 考察

6－1 数学の履修と受験経験

理系学部全体にみて，数学Ⅱ，数学A,数

学Bは学部系統の違いによる差異はなく，ほ

ぼ全員が履修する状況にあった。これに対し，

微分・積分を含む数学皿や行列・統計等を含

む数学cについては学部系統によって違いが

見られた。工学や医歯薬系はほぼ全員が履修

しているのに対し，理学あるいは農水産系で

は履修していない者が1割以上存在していた。

これらの学生は大学では必ず学ぶべき微分・

積分あるいは線形代数や基礎統計についての

基礎知識がないままに入学したことになり，

学習を深めていく上で大きな障害となってい

数学履修者は学部系統によらずほぼ全ての者

が受験していた。そのうちセンター試験と個

別試験の両方を受験した者は80％で，セン

ター試験だけを受験した者は20％であった。

理系学部は数学を必修受験科目として求めて

いる場合が多く，このことが高校での履修や

受験科目として機能し，結果として高い受験

率として顕著に表れたものと見ることができ

る。大学側の要求(受験科目）と高校での履修

とのマッチング関係がよく表れている科目と

言えよう。

、6－2 理科の履修と受験経験

高校での理科の履修は化学を共通科目とし
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て，物理または生物の2科目履修が中心で，

工学，理学，医歯薬系は「化学十物理｣，農

水産系は「化学十生物」の組み合わせとなっ

ている。このため化学はほぼ全員が履修し，

逆に地学はほとんど全員が履修しない状況に

ある。また，2科目選択必須という要件から

3科目を履修する者は少なく，全体の10％足

らずである。履修内容は基礎的なIB科目に

加えて上級コースのⅡ科目を含んだものと

なっている。

入試では多くの大学がセンター試験で理科

を1科目しか課さず，また個別試験では理科

も課さない場合もある。このような入試科目

要求によって2科目あるいは以上の履修経験

があるにも関わらず1科目だけに学習の重き

をおいた体制を作り上げていることが推測さ

れる。

その結果，高校と大学との教育接続で様々

な問題が生じている可能性がある。まず第1

は，科目未履修問題である。例えば，医歯薬

系進学者は「物理十化学」履修者が多く，大

学で基礎知識が必要とされる生物については

生物IBでも約半数，生物ⅡBでは7割の者

が履修していない状況にあり，生物について

全く知識がない者が多数表れる状況にある。

第2の問題は，履修した科目であっても十

分な学力を身につけていない問題である。こ

れは，1科目入試による問題と考えられるが，

受験科目でないため，たとえ履修していたと

しても大学教育に耐えられる十分な学力が身

についていない場合である。そして，大学の

中には物理や生物を補習あるいは正規のカリ

キュラムの一部として組み込んで授業を展開

しているところもある。

大学で必要とされる教科・科目の末履修あ

るいは学力不足の問題は，高校における科目

選択の多様化と入試科目数の削減が大きく関

わっている。受験生が履修科目＝受験科目と

いう行動パターンをとるかぎり現状の未履

修・学力不足問題は解決しない。特に理系学

部では数学や理科の基礎知識の有無は大学教

育を進める上で大切である。最近，学力不足

の問題が話題となっている中，国大協では入

試科目として5教科7科目を課すことの義務

化が提言されている。理系進学者が高校では

ほぼ全員が「理系コース」を選択し，理科2

科目を履修していることを考えると，高校と

大学との教育接続上には問題は生じない。志

願者確保のための「入試科目削減j政策の打

破を目指して取り組む必要があろう。
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